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第
六
節
　
自
然
公
園
と
温
泉

第

一
項
　
自
然
公
園

昭
和
二
十
四
年
に

「国
立
公
園
法
」
（昭
六
。四
上

法
三
二Ｃ

が
改

¨
踪
訟
園
法
　
正

（昭
二
四
・
五
。
一
九
法
八
四
）
さ
れ
、
国
立
公
園
の
ほ
か
に
こ

れ
に
次
ぐ
優
れ
た
景
観
を
有
す
る
地
域
と
し
て
、
国
定
公
園
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
立
公
園
制
度
が
拡
充
さ
れ
る

一
方
で
、
都
道
府

県
で
も
、
都
市
公
園
で
は
な
く
、
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
す
る
地
域
を
指
定
し
、

そ
の
地
域
で
の
自
然
改
変
を
伴
う
行
為
を
規
制
す
る
こ
と
の
で
き
る
公
園

（
い
わ

ゆ
る
「地
域
制
公
園
し
を
設
け
た
い
と
す
る
要
望
が
出
て
き
た
。
し
か
し
、
都
道
府
県

が
条
例
に
よ
り
土
地
の
公
用
制
限
を
課
す
こ
と
は
、
「地
方
自
治
法
宍
昭
二
二
・四
・

一
七
法
六
七
）上
も
根
拠
が
な
く
、
国
立
公
園
法
に
も
都
道
府
県
の
自
然
公
園
に
つ

い
て
の
規
定
が
な
い
た
め
、
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
法
的
に
解

決
す
る
た
め
、
国
立
公
園
法
の
見
直
し
を
行
お
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

ま
た
、
国
立
公
園
法
が
戦
前
の
立
法
で
あ
る
た
め
国
定
公
園
に
国
立
公
園
に
関

す
る
規
定
を
準
用
し
て
い
る
な
ど
形
式
面
に
不
備
が
あ
っ
た
ほ
か
、
内
容
的
に
も

国
立

。
国
定
公
園
の
制
度
を
我
が
国
の
戦
後
の
社
会
経
済
状
況
に
適
合
さ
せ
る
た

め
に
、
同
法
の
全
面
的
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
∽
国
立
公
園
、
国
定
公
園
及
び
都
道
府
県
立
自
然
公
園
は
と
も
に

目
的
を

一
つ
に
す
る
自
然
公
園
で
あ
り
な
が
ら
、
日
立

。
国
定
公
園
と
都
道
府
県

立
自
然
公
園
と
で
は
法
令
の
根
拠
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
、
０
国
定
公
園
は
、
国

立
公
園
に
準
ず
る
地
域
と
し
て
国
立
公
園
に
関
す
る
規
定
が

一
部
準
用
さ
れ
る
に

す
ぎ
ず
法
制
的
に
は
極
め
て
不
備
で
あ
る
こ
と
、
②
条
例
に
基
づ
き
私
有
地
を
都

道
府
県
立
自
然
公
園
区
域
に
指
定
し
、
こ
れ
に
公
用
制
限
を
課
す
こ
と
は
法
律
上

疑
義
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
然
公
園
制
度
の
体
系
的
整
備
が
要
望
さ
れ
、
幾

多
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。

ま
ず
、
昭
和
二
十
六
年

一
月
、
厚
生
省
主
催
の
全
国
公
園
関
係
主
管
課
長
会
議

に
お
い
て
「自
然
公
園
法
案
要
綱
」
が
公
開
の
席
上
で
初
め
て
討
論
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
国
立
公
園
審
議
会
に
対
す
る
諮
問
を
経
て
、
昭
和
二
十
六
年
末
、
第

一
次
の

自
然
公
園
法
案
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建
設
省
が
所
管
す
る
都
市
公
園
と
の

調
整
が
つ
か
な
い
ま
ま
、
つ
い
に
そ
の
年
の
国
会
に
提
出
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
よ
う
や
く
、
昭
和
三
十
年
に
至
り
、
都
市
計
画
上
の
公
園
に
つ
い
て
は
建
設

省
が
都
市
公
園
法
を
制
定
し
て
所
管
す
る
こ
と
で
協
議
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
ま
ず
昭
和
三
十

一
年
、
第
二
四
回
国
会
に
都
市
公
園
法
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
・

成
立
の
後
、
「都
市
公
園
法
」
（昭
三

一
・
四
二

一〇
法
七
九
）
が
制
定
さ
れ
た
。
次

い
で
「自
然
公
園
法
案
」
は
、
昭
和
二
十
六
年
以
来
六
年
の
歳
月
を
経
て
、
昭
和
三

十
二
年
、
第
二
六
回
国
会
に
上
程
さ
れ
、
同
年
五
月
十
八
日
、
成
立
の
後
、
同
年

六
月

一
日
法
律
第

一
六

一
号
を
も
っ
て
公
布
、
十
月

一
日
を
も
っ
て
施
行
さ
れ
た
。

自
然
公
園
法
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

一　

国
立
公
園
に
関
す
る
制
度
を
整
備
し
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
∽
「特
別
地
域
」

と

「特
別
保
護
地
区
」
に
お
け
る
行
為
規
制
を
強
化
し
た
こ
と
、
０

「普
通
地

域
」
に
お
け
る
禁
止

。
制
限

・
措
置
命
令
に
関
す
る
規
定
と

「利
用
の
た
め
の

規
制
」
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
、
②
国
立
公
園
の
管
理
強
化
の
規

定
、
「財
産
権
の
尊
重
及
び
他
の
公
益
と
の
調
整
」
、
「土
地
調
整
委
員
会
の
裁
定
」
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に
関
す
る
規
定
等
が
設
け
ら
れ
、
関
係
諸
産
業
と
の
調
整
が
図
ら
れ
た
こ
と
。

一
一　
国
定
公
園
を
国
立
公
園
に
準
ず
る
自
然
公
園
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
風

景
の
保
護

・
利
用
の
増
進
に
関
す
る
事
項
全
般
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
様
に
規
定

し
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
∽
国
定
公
園
の
指
定
は
、
厚
生
大
臣
が
都
道
府
県
知

事
の
申
し
出
に
よ
り
行
う
こ
と
、
０
公
園
計
画
の
う
ち
、
保
護
利
用
上
重
要
な

も
の
は
、
厚
生
大
臣
が
都
道
府
県
知
事
の
申
し
出
に
よ
り
決
定
し
、
そ
の
他
は

都
道
府
県
知
事
が
決
定
す
る
こ
と
、
０
公
園
事
業
の
決
定
は
都
道
府
県
知
事
が

行
い
、
そ
の
執
行
は
都
道
府
県
知
事
が
原
則
と
し
て
行
う
こ
と
、
０
特
別
地
域
ｏ

特
別
保
護
地
区
に
お
け
る
許
可
、
普
通
地
域
に
お
け
る
禁
止

・
制
限

ｏ
措
置
命

令
は
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
。

〓
一　
都
道
府
県
立
自
然
公
園
の
保
護
と
利
用
規
制
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け

た
こ
と
（た
だ
し
、
特
別
保
護
地
区
制
度
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
）。
す
な
わ
ち
、
∽

保
護
及
び
利
用
は
、
国
立

。
国
定
公
園
に
関
す
る
規
則
の
範
囲
内
に
お
い
て
行

う
こ
と
、
０
他
産
業
及
び
国
の
行
政
と
の
調
整
の
た
め
、
重
大
な
制
限
が
課
せ

ら
れ
る
特
別
地
域
の
指
定
は
、
国
の
地
方
行
政
機
関
と
の
協
議
を
要
し
、
鉱
業

及
び
採
石
業
に
つ
い
て
は
土
地
調
整
委
員
会

へ
の
裁
定
申
請
の
途
が
開
か
れ
た

こ
と
、
０
都
道
府
県
立
自
然
公
園
行
政
の
適
正
な
執
行
を
図
る
た
め
、
厚
生
大

臣
の
助
言
勧
告
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
、
０
罰
則
は
、
国
立

。
国
定
公
園
に

お
い
て
課
し
う
る
範
囲
内
に
と
ど
め
る
こ
と
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
然
公
園
の
基
本
的
な
体
系
整
備
は
ほ
ぼ
終
了
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

自
然
公
園
に
お
け
る
　
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
我
が
国
の
国
民
生
活
が
安
定
を

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
　
取
り
戻
し
た
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
昭
和
三
十
年
代
初

ョ
ン
施
策
の
充
実
　
　
め
に
か
け
て
、
勤
労
者
。青
少
年
層
の
観
光
旅
行

（当
時
ソ

―
シ
ャ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
た
）
型
の
野
外
ン
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
志

向
が
一局
ま
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
自
然
公
園
行
政
の
上
で
は
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
策

と
し
て
、
∽
都
市
近
郊
に
お
け
る
国
定
公
園
の
指
定
、
０
都
道
府
県
立
自
然
公
園

の
自
然
公
園
体
系

へ
の
包
含
、
０
公
国
内
の
集
団
施
設
地
区
や
公
共
施
設
の
整
備
、

０
昭
和
二
十
五
年
以
来
の

「自
然
に
親
じ
む
運
動
」
の
実
施
、
そ
の

一
環
と
し
て

昭
和
三
十
四
年
か
ら
は

「国
立
公
園
大
会

（後
の
自
然
公
園
大
会
こ

の
開
催
な
ど
が

展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
宿
泊
休
養
施
設
と
し
て
は
、
昭
和
三
十

一
年
に

「国
民
宿
舎
」
が
、
ま

た
、
昭
和
三
十
五
年
に
は

「国
民
休
暇
村
」
が
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
た
。
国
民
宿
舎

は
、
地
方
公
共
団
体
が
自
然
公
園
や
休
養
地

。
景
勝
地
に
建
設
す
る
、
低
廉
で
清

潔
な
、
宿
泊
定
員

一
〇
〇
名
程
度
を
規
準
と
す
る
宿
泊
施
設
で
、
厚
生
年
金
保
険

積
立
金
の
還
元
融
資
及
び
後
に
は
国
民
年
金
積
立
金
特
別
融
資
を
得
て
、
建
設
さ

れ
た
。
こ
の
国
民
宿
合
は
、
昭
和
三
十

一
年
に
始
め
ら
れ
て
か
ら
、
時
代
の
要
請

に
呼
応
し
て
年
と
と
も
に
急
増
し
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
、
全
国

一
二
七
施
設
（収

容
定
員
約

一
万
三
、
○
○
○
人
）、
年
間
利
用
者
数
約
二
〇
〇
万
人
に
達
し
た
。
こ
の

よ
う
に
国
民
宿
舎
構
想
も
軌
道
に
乗

っ
た
昭
和
三
十
五
年
、
新
た
に

「国
民
休
暇

村
」
構
想
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
自
然
公
園
内
に
国
が
土
地
の
管
理
権
を
も
っ

て
公
共
施
設
を
整
備
す
る

一
方
、
宿
泊
施
設
等
の
有
料
施
設
は
、
適
当
な
実
施
機

関
が
財
政
投
融
資

（低
利
資
金
）
を
得
て
整
備
し
、
低
廉
な
料
金
で
利
用
で
き
る
理

想
的
な
集
団
施
設
地
区
を
建
設
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
に

は
、
運
営
主
体
と
し
て
財
団
法
人
国
民
休
暇
村
協
会
が
設
置
さ
れ
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
を
契
機
に
昭
和
三
十
七
年
七
月
、
国
立
公
園
部
に
休
養
施
設
課
が
設
置
さ
れ

た
。



第二章 衛生行政

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
国
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
志
向
は
、
宿
泊
利
用

は
も
と
よ
り
日
帰
り
型
も
多
く
な
っ
た
の
で
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
日
帰
り
休

養
施
設
と
し
て
地
域
住
民
の
利
用
を
も
考
慮
し
た

「国
民
休
養
セ
ン
タ
ー
」
の
建

設
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
国
民
体
養
セ
ン
タ
ー
は
、
特
別
地
方
債
（厚
生
年
金
保
険
積

立
金
、
国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
に
よ
る
地
方
債
）
を
も
っ
て
建
設
さ
れ
た
。

更
に
、
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
は
、
国
民
休
暇
村
の
第
二
期
計
画
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
第

一
期
計
画
が
完
了
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
後
の
国
立

。
国
定
公

園
数
の
増
加
に
伴
い
、
全
国
か
ら
強
い
建
設
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

昭
和
三
十
年
代
の
自
然
公
園
行
政
は
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

宿
泊
休
養
施
策
の
整
備
に
著
し
い
進
展
が
み
ら
れ
、
昭
和
三
十
九

年
七
月
に
は
、
国
立
公
園
部
が
国
立
公
園
局
に
昇
格
し
た
。
こ
の

よ
う
な
時
期
に
厚
生
省
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
向
け
て
自
然
公
園
行
政
の
よ
り
い

っ
そ
う
の
発
展
を
図
る
た
め
、
長
期
的
な
社
会
経
済
の
変
動
を
予
測
し
た
抜
本
的

施
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
昭
和
四
十
年
十

一
月
、
自
然
公
園

審
議
会
に
対
し
自
然
公
園
の
基
本
的
問
題
に
関
す
る
諮
問
を
行

っ
た
。

審
議
の
過
程
で
、
こ
の
諮
問
に
対
す
る
検
討
に
は
相
当
の
日
時
を
要
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
た
の
で
、
ま
ず
昭
和
四
十

一
年
八
月
に
、
当
面
措
置
を
要
す
る
施
策

に
つ
い
て
中
間
答
申
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
∽
自
然
公
園
内
の
保
護
の
規

制
強
化
と
こ
れ
に
伴
う
民
有
地
の
買
上
げ
、
０
自
然
公
園
利
用
の
た
め
の
公
共
施

設
の
整
備
、
有
料
公
共
施
設
建
設
の
た
め
の
事
業
団
方
式
の
検
討
、
都
道
府
県
立

自
然
公
園

へ
の
助
成
、
０
国
立
公
園
管
理
機
構
の
充
実
と
権
限
の
強
化
、
国
定
公

園
の
管
理
機
構
の
充
実
、
０
自
然
保
護
憲
章
等
の
制
定
な
ど
自
然
保
護
思
想
の
徹

底
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
更
に
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
自
然
公
園
審
議
会

か
ら
厚
相
に
最
終
答
申

「
自
然
公
園
制
度
の
基
本
的
方
策
に
関
す
る
答
申
し

が
行
わ

れ
た
。
こ
の
答
申
は
、
「総
説
」
と

「当
面
の
基
本
的
施
策
」
の
二
部
か
ら
構
成
さ

れ
た
。
総
説
に
お
い
て
は
、
∽
経
済
成
長
に
伴
う
各
種
の
国
土
開
発
に
よ
り
、
自

然
環
境
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
自
然
の
保
護
。復
元
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

０
自
然
探
勝

・
観
察
な
ど
の
新
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
普
及
、
青
少
年

教
育
、
老
人
対
策
と
し
て
の
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
②

土
地
利
用
の
多
様
化
に
よ
り
、
地
域
制
公
園
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

管
理
体
制
の
強
化
、
土
地
の
公
有
化
、
自
然
公
園
の
量
的
拡
大
と
新
た
な
野
外
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

一
方
、
当
面
の
基
本
的
施
策
に
お
い
て
は
、
∽
都
市
周
辺
の
国
定
公
園
の
指
定
、

自
然
環
境
の
残
さ
れ
た
土
地
に
お
け
る
休
養
地
の
造
成
、
海
中
公
園

・
道
路
公
園

等
の
密
度
の
高
い
自
然
公
園
等
の
確
保
、
０
地
域
分
類
法
の
導
入
等
の
公
園
計
画

の
確
立
、
０
民
有
地
買
上
げ
制
度
の
拡
充
、
「自
然
保
護
区
」
の
制
度
創
設
な
ど
自

然
公
園
の
保
護
の
強
化
、
０
各
国
立
公
園
に
お
け
る
管
理
事
務
所
の
設
置
、
自
然

公
園
指
導
員
制
度
の
強
化
な
ど
管
理
体
制
の
充
実
、
い
自
然
公
園
の
美
化
清
掃
、

②
歩
道
網

。
自
然
研
究
路

。
自
然
教
育

ｏ
低
料
金
の
体
養
施
設
の
整
備
な
ど
自
然

公
園
の
利
用
の
増
進
、
０

「自
然
保
護
憲
章
」
の
制
定
な
ど
自
然
保
護
思
想
の
徹

底
、
が
提
言
さ
れ
た
。

我
が
国
は
海
岸
線
が
長
く
、
暖
流
系
の
黒
潮

。
対
馬
暖
流
と
寒
流

帥
呻
鍛
胡
制
　
・系
の
親
潮
に
洗
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
亜
熱
帯
区
の
熱
帯
魚
の

群
遊
す
る
サ
ン
ゴ
礁
景
観
か
ら
温
帯
区
を
経
て
亜
寒
帯
区
の
海
藻

林
景
観
ま
で
、
海
中
動
植
物
の
種
類
も
多
く
、
極
め
て
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
昭

和
四
十
年
代
前
半
は
、
高
度
経
済
成
長
の
最
盛
期
に
あ
っ
て
、
国
土
開
発
は
日

一

日
と
進
ん
で
い
っ
た
。
特
に
海
岸
部
に
お
け
る
開
発
の
度
合
い
は
著
し
く
、
早
急

自
然
公
園
制

度
の
基
本
的

施
策
の
展
開
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な
保
全
対
策
が
望
ま
れ
て
い
た
。

海
洋
生
物
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
七
年
の
第

一
回
世
界
国
立
公
園
会

議
で
、
「海
中
公
園
又
は
保
護
地
の
設
定
」
が
勧
告
さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
財

団
法
人
日
本
自
然
保
護
協
会
が
、
ま
た
、
昭
和
四
十

一
年
に
は
厚
生
省
国
立
公
園

局
が
調
査
研
究
を
進
め
て
い
た
。
昭
和
四
十
二
年
四
月
の
、
自
然
公
園
審
議
会
の

「自
然
公
園
制
度
の
基
本
的
方
策
に
関
す
る
答
申
」
の
中
に
も
現
行
の
自
然
公
園

体
系
の
新
施
策
と
し
て
海
中
公
園
制
度
の
導
入
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
海
中
公
園
制
度
創
設
の
機
運
は
高
ま
っ
た
。
厚
生
省
で
は

昭
和
四
十
三
年
、
国
立
公
園
部
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
「海
中
公
園
懇
談
会
」

を
設
け
、
海
中
公
園
制
度
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
こ
の
結
果
、
海
中
公
園
の

位
置
づ
け
と
し
て
、
我
が
国
の
海
中
景
観
の
規
模
や
主
と
し
て
水
産
業
と
の
調
整

上
、
「海
中
公
園
法
」
の
よ
う
な
新
規
の
立
法
措
置
は
採
ら
ず
、
自
然
公
園
法
の
中

に
特
別
保
護
地
区

（海
中
公
園
地
区
）
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

自
然
公
園
法
の
改
正
案
は
、
昭
和
四
十
二
年
二
月
五
日
、
参
議
院
先
議
で
国
会
に

上
程
さ
れ
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
廃
案
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
次
期
国
会
に
提
出

さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
五
月
十
六
日
法
律
第
六

一
号
を
も
っ
て
公
布

ｏ
施
行
さ
れ

た
。自

然
公
園
は
、
こ
う
し
た
制
度
の
充
実
整
備
が
図
ら
れ
た
結
果
、
戦
前
に
は
わ

ず
か
一
二
の
国
立
公
園
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
四
十
六
年
、
環
境
庁
の
設
置
（昭

四
エハ
・
五
・
三
一
法
八
八
）
に
伴
い
所
管
事
務
が
移
管
さ
れ
る
時
点
で
は
、
国
立
公

園
二
三
、
国
定
公
園
四
四
、
都
道
府
県
立
自
然
公
園
二
七
九
を
数
え
、
そ
の
合
計

面
積
は
、
国
土
面
積
の
一
三
・
二
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
国
立
公
園
に
お
け
る
現
地
管
理
業
務
体
制
に
つ
い
て
も
、
昭
和
三
十
五

年
に
日
光
、
昭
和
三
十
七
年
に
富
士
箱
根
伊
豆
、
昭
和
四
十
三
年
に
阿
蘇
、
昭
和

四
十
四
年
に
阿
寒
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
十
和
田
八
幡
平
及
び
瀬
戸
内
海
と
計
六

か
所
の
国
立
公
園
管
理
事
務
所
が
逐
次
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
主
た
る
国
立
公

園
の
三

一
地
区
に
は
国
立
公
園
管
理
員
が
配
置
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

第
二
項
　
温
泉

昭
和
二
十
三
年
の

「温
泉
法
」
（昭
二
三
・
七
。
一
〇
法

一
二
五
）
の

期
鵬
畔
榛
端
　
制
定
以
後
、
温
泉
の
掘
削
の
許
可
制
に
よ
り
温
泉
の
適
正
利
用
が

図
ら
れ
て
き
た
。
昭
和
二
十
九
年
十
月
十

一
日
に
は
、
温
泉
法
第

一
四
条
に
基
づ
い
て
、
最
初
の

「国
民
保
養
温
泉
地
」
と
し
て
、
青
森
県
酸
ケ
湯

温
泉
、
栃
木
県
日
光
温
泉
、
群
馬
県
四
万
温
泉
の
三
か
所
が
指
定
さ
れ
た
。
こ
の

「国
民
保
養
温
泉
地
」
の
ね
ら
い
は
、
∽
他
の
温
泉
地
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な

将
来
性
の
あ
る
優
れ
た
温
泉
地
を
選
ん
で
指
定
す
る
こ
と
、
０

一
定
の
計
画
に
基

づ
い
て
、
当
該
温
泉
地
に
お
け
る
温
泉
を
保
護
し
、
そ
の
利
用
の
合
理
化
を
図
り
、

こ
れ
に
よ
り
温
泉
の
乱
掘
等
を
防
止
す
る
こ
と
、
０
国
民
の
だ
れ
も
が
気
軽
に
利

用
の
で
き
る
い
わ
ゆ
る
湯
治
場
的
保
養
温
泉
を
確
保
し
、
こ
れ
を
更
に
よ
り
よ
い

も
の
に
整
備
、
改
善
す
る
こ
と
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

国
民
保
養
温
泉
地
の
指
定
は
、
温
泉
の
効
能
、
湧
出
量
、
温
度
や
温
泉
地
の
環

境
に
つ
い
て

一
定
の
条
件
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
国
民
保
養
温
泉

地
の
指
定
と
並
行
し
て
、
利
用
者
が
温
泉
を
素
朴
な
休
養
や
療
養
本
意
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
温
泉
地
の
区
域
、
地
割
、
温
泉
利
用
施
設
、
環
境
整
備
等
の
温
泉
地

計
画
が
定
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年
度
以
降
、
昭
和
四
十
六
年
の
環
境
庁
設
置

ま
で
に
計
五
二
か
所
の
国
民
保
養
温
泉
地
が
指
定
さ
れ
た
。
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